
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人が「よりどころ」となることをめざして 

なごや 

           サポート通信 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol．１５ 

R２.1２ よ り ど こ ろ 

児童養護施設等を出て大学等に進学する若者を対象に生活面・資金面で

支援を行っています。その一環として、若者が幅広い社会経験を積めるよう

に参加施設がボランティア活動の場を提供しています。 

  今まで５名の若者をボランティアとして受け入れ、若者のボランティア活動を見守っていただいています。 

 

当館でボランティア活動を始めたものの残念ながら、途中で終

了した若者が、後日、母親となり赤ちゃんを連れて来館してくれた

時はとても嬉しかったです。これからは、児童館と新米ママさんと

しての新しい関わりで寄り添ってゆきたいと思っています。 

また、4 年間頑張って今年度大学を卒業する若者もいます。今

年はコロナ禍で、大変就職活動が難しい年でしたが、内定を勝ち

取りました。これまでに色々な困難を乗り越えてきた力で、新しい

ステージに飛び立っていって欲しいと思います。 

 この事業に関わるなかで養護施設から巣立ったとはいえ、高校

を卒業したての若者が、１人で人生を切り開いてゆくことは並大

抵の苦労ではないことを感じることが多々ありました。受け入れ施

設としてできることは限られていますが、今後も可能な限りお手伝

いをしてゆきたいと思っています。 

若者が赤ちゃんを連れて来館した際の写真 

右：千種児童館 竹中館長 

 

活動予定日なのに「若者の来館がない」という際は連絡します。その他、雑談のなかで、気になる言葉や

表情があれば、連絡をすることもあります。 

普段の生活にも様々な苦労がありますので、それを知った時に当館で出来ることがあれば、施設と相談し

ながら連携して取り組めればと思います。 

 

当館は元々不特定多数の方が利用される施設ですので、施設全体とし

ての入館者数の制限、個々の体調確認、マスクの着用、消毒等一般的な

感染予防対策は行っていますが、ボランティアさんに限って特別工夫してい

ることはありません。 



 

 

なごや・よりどころサポート事業 事務局 

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会 地域福祉推進部 

〒462-8558 名古屋市北区清水四丁目１７の１ 名古屋市総合社会福祉会館５階 

TEL（052）911－3193 FAX（052）913-8553 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人の連携による、地域における公益的な取組として、既存の制度やサービスでは解決

できない地域の課題の解決を目指す事業です。 

居場所・サロンづくり事業 よ り 身近な地域で＆ ど こででも相談できる 

若者よりそいサポート事業 こ どもたちの未来を応援 

就労支援事業 ろ うどうへのステップを応援 

 一緒に活動しませんか？ 
詳細は「事務局へＴＥＬ」もしくは「ホームページ」をご覧ください。 

 

「なごや・よりどころサポート事業 専用ページ」 

名古屋市社会福祉協議会ホームページ内の専用ページに 

通信のバックナンバーや事業実績等を随時掲載しています。 

 

 

現在、 

７２法人１７８事業所が 

参加しています。（Ｒ２.１１月現在） 

なごや・よりどころ 

82%

18%

「居場所・サロン事業」実施状況

中止している 方法を変更して実施

10%

50%

40%

「就労支援事業」中間的就労支援

実施状況

受け入れている ニーズがあれば受入可能 受入中止

参加事業所の皆さま 

ご協力ありがとうございました。 

20%

37%

43%

「若者よりそいサポート事業」

ボランティア受入状況

受け入れている ニーズがあれば受入可能 受入中止

・若者に感染拡大している状況からも不安がある。 

・事業が縮小しており、ボランティア受入ニーズがなくなってしま

った。 

・大学もオンライン授業のため、念のため受入中止している。 

・「保育園」「児童館」にて検温・マスク使用・健康チェック・行動表等

の確認により実施 

・一度再開したが、第二波により再び中止 

・「高齢」施設では面会制限していることもあり、実施が難しい。 

・飲食と会話が目的として来られる方がほとんど。再開はリスクが高

い。 

・居場所として機能していたのに、中止となり利用者は寂しい思いを

している。 
 

ご寄付いただき、 

ありがとうございます。 

匿名１件（Ｒ２.８.１～Ｒ２.１１.３０） 


